
長崎大学が誇る特色
平成２１事業年度に係る業務の実績及び中期目標期間に係る業務の
実績に関する報告書・全体的な状況より引用

1 長崎大学は教育、研究の両面で世界のトップ

レベルを目指して、戦略的な教育研究企画を

推進し、教育・研究の更なる高度化、個性化

を図る。

2 「学生顧客主義」の標語の下、教養教育、学

部専門教育、大学院教育の充実を図って最高

水準の教育を提供するとともに、入学者選抜、

課外活動、就職などを含む学生生活の全般に

わたって支援体制を一段と強化する。

3 大学で創造する知的財産の適正な管理を行い、

知的財産と人的・物的資源を活用した地域連

携、産学官連携、国際的連携を通して教育・

研究成果の社会への還元を推進する。

4 不断に外部評価も含めた点検・評価を行い、

それを教育・研究の改善実施に直結できる体

制を整備し、かつ、その情報公開に努める。

5 教育研究組織、事務組織の見直しや情報の一

元的な管理体制を構築することにより業務の

高度化、効率化を図る。また、柔軟な管理運

営、人事、財務システムを導入して大学法人

の経営基盤を確立する。

（国立大学法人長崎大学中期目標（２００４年度～２００９年度）前文より）

1 活動概況

� 全体的な状況

本学は、第一期中期目標前文で「国立大学法人への

移行を契機に、更なる教育・研究の高度化と個性化を

図り、アジアを含む地域社会とともに歩みつつ、世界

にとって不可欠な『知の情報発信拠点』であり続ける」

ことを宣言した。この理念の達成に向けた基本目標と

して、世界トップレベルの教育・研究の実現、学生生

活全般にわたる支援体制の強化、社会への貢献を掲げ、

「業務の高度化、効率化と柔軟な管理運営、人事、財

務システムの導入により大学法人の経営基盤を確立す

る」との経営方針のもと中期計画を推進した。平成２１

年度及び第一期中期目標期間の主な成果は以下のとお

りである。

� 学長のリーダーシップ発揮による資源の確保と効

果的配分

� 外部資金等の自己収入の増加

研究の活性化による競争的研究費収入増を図るた

め、学長裁量経費枠にインセンティブ経費を確保し、

科学研究費補助金の申請及び採択実績、学会や社会

からの評価、将来性、準備状況などの観点から選ん

だ優れた研究活動に対して配分した。また、研究担

当理事のもと競争的資金申請への支援体制を構築し、

競争的資金獲得を全学的に推進した。その結果、平

成２１年度の科学研究費補助金、共同研究、受託研究、

その他の外部資金の獲得総額は５，１５１，０８２千円で、

長崎大学は、これまで「長崎に根付く伝

統的文化を継承しつつ、豊かな心を育み、

地球の平和を支える科学を創造することに

よって、社会の調和的発展に貢献する」と

の理念に基づき高度の教育・研究活動を展

開してきた。新世紀初頭の国立大学法人へ

の移行を契機に、更なる教育・研究の高度

化と個性化を図り、アジアを含む地域社会

とともに歩みつつ、世界にとって不可欠な

「知の情報発信拠点」であり続けることを

宣言する。

この理念の達成に向けた基本目標として、

以下の５項目の最重点事項を掲げています。

これらの目標の達成に向けて、長崎大学は次の

ような特色ある取組を展開しています。

長崎大学の理念と基本目標 活
動
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平成１６年度（３，３６８，６２７千円）と比して１，７８２，４５５千

円（５２．９％）増加した。

� 大学病院収益の増加

病院においては、法人化後、継続して経営基盤の

強化に取り組んできたが、平成２１年度には学部附属

から大学直轄の大学病院に改組し、新しい運営体制

の下、更なる取り組みを行った結果、前年度より約

２０億円、平成１６年度と比較すると約４７億円の増収と

なった。

� 学長裁量経費の充実と効果的配分

自己収入増加と経費節減に基づき学長裁量経費を、

平成１７年度の２１９，１３０千円から平成２１年度には５５８，０００

千円（約１５５％増）へと充実させ、「公募プロジェク

ト経費」「新任教員の教育研究推進経費」「年度計画

対応共通プログラム経費」「重点研究課題推進経

費」等の戦略的・重点的資金配分を制度化した。

� 教職員の柔軟かつ戦略的配置

学長管理の教員ポストを増やし、学内教育研究施

設等への新規教員の措置など機動的、戦略的に教職

員配置を実施した。また、労基法第１４条に基づく有

期労働契約による教職員の雇用制度と有期雇用職員

への年俸制を新たに導入することで、外部資金によ

る柔軟な教職員採用が可能となり、効果的な教育研

究プロジェクト推進体制を構築することができた。

上記の資源の確保と効果的配分による本学の基本

目標の達成状況を、以下の４つの観点で示す。

�．長崎大学の個性を発揮する研究の重点的推進
平成１６年度に、「熱帯病・感染症研究」、「放射線医

療科学」及び「海洋環境生物資源研究」の３つに国際

連携研究を本学の重点研究分野として育成する国際戦

略を策定した。前二者は、２１世紀COEプログラムに

「熱帯病・新興感染症の地球規模制御戦略拠点（平成

１５‐１９年度）」及び「放射線医療科学国際コンソーシ

アム（平成１４‐１８年度）」として、さらにはグローバ

ルCOEプログラムに「熱帯病・新興感染症の地球規

模統合制御戦略」（平成２０‐２４年度）及び「放射線健

康リスク制御国際戦略拠点」（平成１９‐２３年度）とし

て採択され、これまでの蓄積に基づく特色ある国際的

教育研究拠点として大きく発展した。拠点の中核組織

である熱帯医学研究所及び医歯薬学総合研究科附属原

爆後障害研究施設は、WHO研究協力センターに指定

されており、様々の国際的研究・人材育成プロジェク

トにおいて指導的役割を果たした。「環東シナ海海洋

資源研究」も、文部科学省教育研究特別経費や科学技

術振興調整経費等の支援により、環東シナ海沿岸域の

環境と水産資源問題に、本学が中心となって日中韓の

関係研究機関と連携して取組み、成果をあげた。

これら国際連携研究のマネジメントに特化した「国

際連携研究戦略本部」を平成１７年度に創設し、国際連

携研究の企画立案並びに外部資金の受入など業務運

営・経費執行面の手続処理を一元化した。その成果と

して、ケニアとベトナムの２ヶ所に、本学が主宰・運

営する本格的（常駐型）海外感染症研究拠点を、ベラ

ルーシに放射線医療科学研究拠点を設置し、熱帯病・

新興感染症や放射線医療科学領域の国際的共同研究が

大きく進展した。

平成１８年度には、上記の３課題を含む特色ある研究

１０課題（重点研究課題）を選定し、平成１９年度より学

長裁量経費及び間接経費等により、研究支援員の雇用、

国際シンポジウム開催および大型設備の整備・更新等

の重点支援を行うとともに、競争的外部資金獲得に向

けた積極的支援を行った。平成２０年度には外部評価委

員等による中間評価で１０課題に対する支援資金の配分

を見直し、２１年度に最終評価を行なった。

次世代の教育研究を担う若手教員育成を目指し「地

方総合大学における若手人材育成戦略（平成１９年度科

学技術振興調整費採択課題）」によりテニュア・トラッ

ク制度を導入し、年俸制を適用する１２名の助教を国際

公募で採用し、重点研究課題に配置した。平成２１年度

には、各部局が定員内ポストでテニュア・トラックを

採用することができるように、「長崎大学における教

育職員のテニュア・トラック制度に関する規程」を制

定した。

�．大学の特長を活かした教育組織の新設と特色ある
教育プログラムの提供

平成１８年度に医歯薬学総合研究科に、講義を全て英

語で行う熱帯医学専攻（修士課程）を設置した。平成

２０年度に、国際協力の現場で即戦力となるプロフェッ

ショナルな人材の育成を目的とした「国際健康開発研

究科（独立研究科）」を創設した。本研究科は、「熱帯

病・新興感染症研究」の成果を基盤とし、保健分野で

の国際協力活動に必須の資格である「公衆衛生学修士

（MPH）」の修得と国際協力の現場で即戦力となるプ

ロフェッショナルな人材の育成を目的としている。ま

た、教育学部を改組し、教員養成学部に特化するとと

もに、教育学研究科を改組し、教職実践専攻（専門職

活
動
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学位課程）および教科実践専攻（修士課程）を設置し

た。

医歯薬学総合研究科生命薬科学専攻（修士課程）設

置計画書を提出し、平成２２年４月の開設に向けた準備

を進めた。学長室WGは、生産科学研究科を工学系

と水産・環境系に分離し、５年一貫制博士課程を設置

することおよび工学部と工学研究科において６年一貫

的な教育を導入することなどを学長に答申し、平成２３

年度４月の改組に向けた準備を開始した。

平成１６年度以降、合計２０課題が特色ある教育プログ

ラム（GP）に採択され、学生に提供された。平成２１

年度にも、「国際連携による熱帯感染症専門医の養成

（大学院GP）」、「在宅医療と福祉に重点化した薬学

と看護学の統合教育とチーム医療総合職養成の拠点形

成（戦略GP）」が採択され実施中である。

�．学生の要望に基づく学習・生活支援体制の充実と
安全・安心な基盤環境整備

学生の就学、生活、就職など幅広い範囲を網羅する

学生生活調査を、全ての学生を対象に平成１８年度と２１

年度に実施した。この調査結果を分析し学生支援方策

立案の基礎資料として利用し、学生の要望に応える教

育学習支援方策の実施につなげた。

安心・安全な教育・研究環境の創生及び耐震性向上

を目的とした総合研究棟（工学部本館、水産学部本館、

教育学部本館、環境科学部本館、経済学部本館）の改

修工事を完成させた。また学生学習環境の支援に必要

な予算を重点的に配分する施設維持管理計画（営繕発

注計画）を策定し、講義室等空調改修、便所改修、課

外活動施設改修などの営繕工事を実施した。平成２１年

度は、既存の総合体育館、課外活動施設、野球場及び

テニスコート等を改修するなど約８６０，０００千円（平成

１６年度比約３６０％増）の営繕工事を実施し、計画的な

維持保全と学生学習環境改善を図った。

�．長崎大学が有する知的資産の積極的発信と社会へ
の還元

附属図書館では、明治彩色写真などの新規収録写真

を追加し、現在の収録総数は６，７７８点となった。「幕末・

明治期日本古写真コレクション」及び国の登録有形文

化財に登録された「日本古写真アルバム ボードイン

コレクション」等を「長崎学デジタルアーカイブス」

として、ホームページ上で統合的に公開している。ま

た、ガラパゴス諸島の写真スライド約１，３００枚を「ガ

ラパゴス諸島画像データベース」として公開した。

長崎大学で生産された学術研究成果を電子的に登

録・保存し、広く世界中に発信するために「長崎大学

学術研究成果リポジトリ（NAOSITE）」を構築した。

リポジトリの登録数は、現在１７，０００件を超え、リポジ

トリの世界的総合ランキングは、国内７位、世界７４位

（２０１０年１月）にランクされた。

日本語、英語、中国語、韓国語版の４カ国語で表示

する大学ホームページ及び広報誌「CHOHO」等を通

じて情報公開を積極的に進めてきた。平成２１年度には

「プレスリリース」欄を設け、本学から報道機関への

提供情報を社会へ迅速に発信している。「CHOHO」

についても順次発行部数を増加させた。平成２１年度は

「CHOHO」第２７号を１４，６００部増刷し、同窓会会員に

も配布した。また、高校生と一般向けの大学紹介ムー

ビーを作成し各種広報活動に活用するとともに、ダイ

ジェスト版（日本語、英語、中国語、韓国語）につい

ては大学ホームページで公開した。

法人化と同時に発足した知的財産本部と長崎 TLO

が連携して知的資産の社会への還元を推進してきた。

平成２１年度には、長崎県教育委員会と「未来の科学者

発掘プロジェクトに関する協定」を締結し、小・中・

高校を対象に「オープンラボ」と「理数教師塾」を実

施した。また、科学技術振興機構の理数系教員（CST）

養成拠点構築事業への採択を受け、長崎県と共同で理

数系教育の振興・充実のためのCST養成プログラム

を開始した。

産学官連携による地域貢献の推進に向けて、平成２１

年度に、長崎県と「国立大学法人長崎大学と長崎県と

の包括連携に関する協定」を、また地元企業であるイ

サハヤ電子株式会社及び協和機電工業株式会社とそれ

ぞれ「産学連携の協力推進に係る協定」を締結した。

� 学長のリーダーシップを保証する組織体制の効果

的運用

� 効果的・機動的な運営組織の整備

戦略企画会議を大学の運営本部的機能を有する

「学長・副学長会議」に再編し、副学長の下に大学

の各種本部業務をライン化した。学内共同教育研究

施設等の長は学長が直接選考することとした。大学

本部の企画立案機能を強化するため「学長室」を学

長の諮問機関として位置づけ、懸案事項について学

外の有識者を含めた学長室WGを設置した。平成

２１年度には、学長室WGの答申を受けて、医学部・

活
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歯学部附属病院を大学直轄の大学病院へ改組し、新

たに病院担当理事をもって病院長に充てることとし

た。柔軟な病院教員人事制度を導入するとともに、

平成２２年度学内予算編成に当たり病院予算を独立さ

せた。教養教育改革及び生産科学研究科の改組につ

いても、それぞれ学長室WGを設置した。生産科

学研究の改組については具体案を学長に答申し、平

成２３年４月の改組に向けた準備を開始した。

� 経営協議会の活用と監査機能の充実

経営協議会には地域の有識者・自治体の長のほか

に国際機関の長も加え、学外の有識者の視点から大

学経営を審議する体制を整えた。また、国立大学法

人経営の在り方について、意見交換を行う時間を十

分に確保し、学外有識者の意見を法人経営に反映さ

せた。議題については、本学のホームページで公開

した。

内部監査については、学内規程を整備し、学長直

属の監査室を設置し、定期的・臨時的に実施した。

特に科学研究費補助金や不正使用防止の観点による

監査等の実効性のある監査を実施し、結果を学長へ

報告し、適切な措置を講じた。監事監査については、

予防的見地から本学のガバナンス機能に注目して実

施した。会計監査人による会計監査については、法

令等に基づいた財務諸表の監査を法規準拠性、経済

性・効率性、不正及び違法行為等の観点も含め実施

した。監事監査及び会計監査人による会計監査の監

査結果については、学長等へ報告され、運営や会計

処理の検討に活用した。

� 危機管理と環境管理

本学において生じることが想定される危機事象に

対処するための危機管理体制を構築し、「長崎大学

危機管理規則」及び「長崎大学における危機管理体

制に関する要項」を整備した。新型インフルエンザ

や化学薬品の管理等個別に整備された全学的危機管

理マニュアルは、本学ホームページの危機管理マ

ニュアル等サイトに掲載した。

平成１７年度「環境配慮の方針」を制定・公表し、

これを全学的に推進する「環境委員会」を設置した。

「環境報告書」を毎年公表し、環境に関連する教育・

研究活動及び環境負荷の状況、並びに省エネルギー

等への取組に関する情報を社会へ発信している。平

成２１年度は、環境科学部本館をはじめとする施設整

備において省エネ関連設備等を導入し、附属中学校

等に太陽光発電設備（４０kW）を設置する等の環境

対策を行った。

� 男女共同参画の推進

平成２０年度に、男女共同参画の推進を図るため、

新たに男女共同参画担当の副学長を配置し、人事委

員会に男女共同参画推進専門部を設置した。平成２１

年度は、男女共同参画推進に関する職員の意識啓発、

職務と育児の両立、女性研究者の拡大その他の総合

的な支援事業を目的として、男女共同参画推進セン

ターを設置し、専任のコーディネーターを配置する

とともに、坂本地区と文教地区に保育園を設置し、

保育事業の実施体制を整備した。また、長崎大学に

おける男女共同参画の推進について学長メッセージ

を公表し、男女共同参画に関する講演会等を開催し、

啓発に努めた。

� 事務系職員の人事評価の改善

目標管理による新たな人事評価システムを導入・

実施するとともに、インセンティブ付与基準として

「長崎大学事務系職員の人事評価によるインセン

ティブ付与のガイドライン」を整備した。

総括と展望：第一期中期目標期間の最終年度である平

成２１年度の年度計画を十分に達成できたと総括する。

特に、平成２０年度半ばに学長が交代したため、２１年度

は新学長の新しいガバナンス体制の下、本格的に新し

い取り組みが開始されいくつかの成果をあげた。とり

わけ、医学部・歯学部附属病院の大学直轄の大学病院

への改組を梃子とした病院運営の抜本的改革は大きな

経営改善につながった。

平成１６年度～２１年度の第一期中期全体としても、中

期目標及び中期計画をほぼ満足できるレベルで達成で

きたと総括する。ただ暫定評価において改善事項とし

て指摘されたもののいくつかは、当該計画の実現難度

が高いこともあり次期中期計画に持ち越すこととした。

長崎大学は、第一期中期目標期間の成果に基づき、

世界に突出した研究型の総合大学と長崎ブランドの高

度専門職業人の育成を基本目標の柱として第二期中期

目標・中期計画を策定した。この新しい目標・計画の

下、国立大学大学法人としての経営基盤とそれを支え

る組織運営体制のさらなる強化を図り、個性輝く地方

総合大学としての大飛躍を展望したい。
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�上記の数値の詳細は、平成２１年度長崎大学概要をご覧ください。
http://www.nagasaki-u.ac.jp/guidance/gaiyo/h21/h21gaiyo.html

役員・職員数

役員 教育職員
その他
の職員 合計

学長 理事 監事 教授 准
教授 講師 助教 助手 教諭 計

１ ６１（１）３１２２５２ ９１３６３ ６ ９３１，１１７１，４１２２，５３７

役員・職員数 平成２１年５月１日

学生数 平成２１年５月１日

大学院（現員数）

修士・博士前期課程 博士・博士後期課程

１年次２年次 計 １年次２年次３年次４年次 計

３６２ ３６５ ７２７ １４６ １４６ １７７ １９８ ６６７

学部（現員数）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計

１，６９３ １，７１２ １，７６４ ２，１５６ １４８ １６９ ７，６４２

※監事（１）は、非常勤役員で外数
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機　構　図�

（平成21年7月1日）�

学務情報推進室�
総務課�
企画課�
人事企画課�
人事管理課�
研究企画課�
国際交流課�
財務課�
経理課�
調達課�
教育支援課�
学生支援課�
入試課�
施設企画課�
施設整備課�
施設管理課�
情報企画課�
学術情報管理課�
学術情報サービス課�
�

附属教育実践総合センター�
附属小学校�
附属中学校�
附属特別支援学校�
附属幼稚園�

医学研究科（平成１４年度から募集停止）�

附属練習船鶴洋丸�
附属練習船長崎丸�

附属原爆後障害医療研究施設�
附属薬用植物園�

附属アジア・アフリカ感染症研究施設�
附属熱帯性病原体感染動物実験施設�
附属熱帯医学ミュージアム�

保健・医療推進センター�
先導生命科学研究支援センター�
情報メディア基盤センター�
共同研究交流センター�
生涯学習教育研究センター�
留学生センター�
大学教育機能開発センター�
アドミッションセンター�
環東シナ海海洋環境資源研究センター�
心の教育総合支援センター（時限設置）�
やってみゅーでスク（時限設置）�

計画・評価本部�

国際連携研究戦略本部�

知的財産本部�

監査室�

経営企画課�
総務課�
調達管理課�
医事課�
患者サービス課�

総務課�
学務課�
学術協力課�
歯学系事務室�
薬学系事務室�

総務部�
�
�
�
研究国際部�
�
財務部�
�
�
学生支援部�
�
�
施設部�
�
�
学術情報部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

学 長 選 考 会 議 �

事 務 局 �

教 育 学 部 �

経 済 学 部 �

水 産 学 部 �

生産科学研究科�

国際健康開発研究科�

熱帯医学研究所�

医歯薬学総合研究科�

環境科学部�

病　　　　院�

医学分館�
経済学部分館�

附属図書館�

医 学 部 �

歯 学 部 �

薬 学 部 �

工 学 部 �

教育学研究科�

経済学研究科�

学 長 �

役 員 会 �

理事（6）�

経 営 協 議 会 �

教育研究評議会�

監事（2）�
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N

長�

崎�

本�

線�

佐世保市�
Sasebo City

佐世保線�
Sasebo Line
早岐�
Haiki

長崎空港�
Nagasaki Airport�

�

時津�Togitsu

長崎市�
Nagasaki City

Nagasaki Peninsula野母�
Nomo

長�
崎�

半�
島�

大村市�

嬉野�
Ureshino

Omura Line

Omura City

佐　賀　県�
Saga Prefecture

諫早市�
Isahaya City

千々石湾�
Chiziwa Bay

小浜�
Obama

加津佐�
Kazusa

礫石原�
Kureishibaru

島原鉄道�
Shimabara Railway

島原市�
Shimabara�
City

雲仙国立公園�
Unzen National Park

大 村 湾 �
Omura Bay

西 彼 杵 半 島 �
Nishisonogi Peninsula

大�

村�

線�

1
2

3

4

N

西町�
Nishi machi

諏訪神社�
Suwa Shrine

ながさき�

片渕�
Katafuchi

うらかみ�
Urakami Station

県庁�
Prefectural�
Government

赤迫�
Akasako

浦上水源池�
Urakami Reservoir

大学前�
University Mae

浜口町�
Hamaguchi

大学病院前�
University Hospital Mae

△�

金比羅山�
Mt. Konpira

西山水源池�
Nishiyama Reservoir

長崎駅�
Nagasaki�
Station

石橋�
Ishibashi

至茂木�
To Mogi

思案橋�
Shianbashi

諏訪神社前�
Suwa Shrine�
Mae 至諫早�

To Isahaya

蛍茶屋�
Hotarujaya

至戸町�
To Tomachi

長　　崎　　港�
Nagasaki Port

長
与�

N
agayo

至
時
津 To Togitsu

5

7

6

8

9

10

11

市役所�
Municipal�
Government

にしうらかみ�
Nishiurakami

●１ 臨海研修所
Seaside Training Center

●２ 環東シナ海海洋環境資源研究センター
Institute for East China Sea Research

●３ 野母崎研究施設
Nomozaki Research Laboratory

●４ 九州地区国立大学島原共同研修センター
Shimabara Joint Training Center for National Universities in Kyushu
Area

●５ 教育学部附属幼稚園，附属小学校，附属中学校
Kindergarten, Elementary School, Lower Secondary School

●６ 教育学部附属特別支援学校
School for Children with Special Education Needs

●７ 知的財産本部，監査室，学務情報推進室，事務局，
教育学部，附属教育実践総合センター，薬学部，
工学部，環境科学部，水産学部，附属図書館，
生産科学研究科，医歯薬学総合研究科（薬学系），
附属薬用植物園，保健・医療推進センター，
情報メディア基盤センター，共同研究交流センター，
生涯学習教育研究センター，留学生センター，
大学教育機能開発センター，
アドミッションセンター，
心の教育総合支援センター，やってみゅーでスク
Intellectual Property Center, Audit Office, Student Affairs Information
Promotion Office, Administration Bureau, Faculty of Education,
Center for Education Research and Training，School of Pharmaceutical
Sciences，Faculty of Engineering, Faculty of Environmental Studies,
Faculty of Fisheries, Central Library, Graduate School of Science and
Technology, Graduate School of Biomedical Sciences (Pharmaceutical
Sciences), Medicinal Plant Garden, Center for Health and Community
Medicine, Information Media Center, Joint Research Center,
Education and Research Center for Life-long Learning, International
Student Center, Research and Development Center for Higher
Education, Admission Center, Center for Total Human Education and
Child Welfare, Yattemyu Desk

●８ 国際交流会館
International House

●９ 国際連携研究戦略本部，医学部（医学科），
熱帯医学研究所，医歯薬学総合研究科（医学系），
国際健康開発研究科，附属原爆後障害医療研究施設，
先導生命科学研究支援センター，
附属図書館（医学分館）
Center for International Collaborative Research
School of Medicine (School of Medical Sciences)
Institute of Tropical Medicine
Graduate School of Biomedical Sciences (Medical Sciences)
Graduate School of International Health Development
Atomic Bomb Disease Institute
Center for Frontier Life Sciences
Medical Library

●１０ 病院，歯学部，
医歯薬学総合研究科（保健学系・歯学系），
医学部（保健学科）
University Hospital, School of Dentistry, Graduate School of Bio-
medical Sciences (Health Sciences・Dental Sciences), School of
Medicine (School of Health Sciences)

●１１ 経済学部，附属図書館（経済学部分館）
Faculty of Economics, Economics Library

長崎大学位置図 Location Map 活
動
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